
令和４年１１月１１日 １４時００分
近 畿 地 方 整 備 局
和歌山河川国道事務所

地元中学生が完成間近の橋梁に描く「ｔake a new step」

～有田市立保田中学校の生徒が有田海南道路で建設中の橋梁に思いを描きます～
やす だ あり だ かいなんど う ろ

有田市立保田中学校の1年生（約40名）が自分たちでデザインした絵を
やす だ

舗装前の橋面に大きく（約２６ｍ×約５ｍ）描きます。

※「take a new step」：新たな一歩を踏み出す

1. 日 時 令和4年11月22日（火） 9：00～12：00 雨天延期（開催日については別途連絡）

2. 場 所 有田海南道路橋梁工事現場 （有田市野）※別紙２
あり だ かいなんどう ろ あり だ の

3. 内 容 ・橋面への描画（デザインは生徒が発案）
※別紙１ ・アスファルト合材加熱車での焼き芋作り（生徒が育てた芋を使用）

・建設機械の体験（マカダムローラー、タイヤショベル、高所作業車）
・レンガアーチ造り

4．取材申込 電子メールまたはFAX申込書（別紙３）より、お申込み下さい(11/18(金)17時締切）

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 和歌山県政記者クラブ
和歌山県政放送記者クラブ
和歌山県地方新聞記者クラブ

＜問合せ先＞ 国土交通省 近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所

副所長 川島 隆宏 （内線２０６）
かわしま たかひろ

工務第二課長 木村 信雄 （内線４１１）
き む ら の ぶ お

ＴＥＬ 073-424-2471（代表）



内 容 別紙１

絵画デザインは有田市立保田中学校の生徒が発案しました。
・有田の有名な「みかん」、「太刀魚」、「蚊取り線香」
・｢take a new step｣ 中学校が統合されても1人1人が自分の道を

進んでいこう。
・青い鳥は「幸せの鳥」みんなに幸せを運んで欲しい。

※有田市内にある4つの中学校は令和６年４月に統合し、有田川の北側に有田市立有和中
学校として開校される予定です。
当日参加の保田中学校の1年生が3年生になったとき、有田川を渡って有和中学校に通学
する生徒はこの橋を通学に利用できます。

レンガアーチ造り（イメージ）建設機械の体験（イメージ）

生徒が中学校で育て収穫した芋
アスファルトの合材加熱車で
焼き芋を作る（イメージ）

橋面描画

ゆうわ

やすだ



有田川

【有田海南道路の概要】
有田海南道路は有田市野から海南市冷水までの延長9.4kmの国道42号バイパス整備
事業です。交通渋滞の解消、また、近い将来発生が予想される南海トラフ巨大地震に伴
う津波による浸水を回避し、交通機能の確保等の効果が期待されます。

別紙2
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別紙3

貴 社 名

参加人数 名

氏 名
氏 名
所属部署名称

同行者氏名
氏 名
所属部署名等

連絡先
住 所
電話番号 （ ）

車両台数 台

車両ナンバー
ナンバー ： 車種 ： 車色 ：
（記載例）和歌山300わ1234

和歌山河川国道事務所工務第二課 宛

有田海南道路橋面描画会 ＦＡＸ申込書

ＦＡＸ番号：０７３-４２７-０８４５

◆参加者全員の氏名の記入をお願いします。

◆問い合わせ先

近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所 工務第二課 木村・増田

ＴＥＬ ０７３ー４２４ー２４７１（代表）

※送付状は不要です、本紙のみＦＡＸ下さい。【１１月１８日（金）１７時締切】

◆ヘルメットは現地にて貸し出します。

当日は動きやすい服装でお越し下さい。

Twitter配信中

【電子メールによる申込】

◆送信先：kkr-goiken-wakayama1@gxb.mlit.go.jp

◆件名に「有田海南道路橋面描画会」と記載ください

◆メール本文に下記事項を記載ください

・貴社名 ・担当者名（部署名）・同行者名 ・連絡先（住所、電話番号）・車両ナンバー

きむら ますだ

あり だ かい なん どう ろ


